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ファミリー・サポート・センター会員募集子育て

新しい農地法がスタートします農政

２月２４日（水）は十勝岳噴火総合防災訓練防災

平成２１年の火災・救急統計消防

第５回青少年国内交流事業「三重県津市ほか研修日記」学習

献血にご協力を ３月１１日（木）献血車来町保健

題名『成人式』　～　田中智理さん（西町３丁目）の作品

２２
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子
育
て
を
支
え
合
お
う
・
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
』
会
員
募
集

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会

員
）と
子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
方（
提
供

会
員
）の
会
員
制
の
組
織
で
、
会
員
相
互
で

子
育
て
の
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

事
務
所
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
に
置
き

援
助
活
動
の
調
整
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
会
員
登
録
料
や
年
会
費
は
、
か
か
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
活
動
中
の
事
故
に
備
え
、
補
償
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
保
険
に
か
か
る
費
用
は

セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

�
保
育
所
や
幼
稚
園
の
開
始
前
や
終
了
後
の

　

預
か
り

�
保
育
所
な
ど
へ
の
送
迎

�
放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
終
了
後
の
預

　

か
り

�
学
校
の
放
課
後
の
預
か
り

�
買
い
物
な
ど
で
外
出
時
の
預
か
り

�
保
護
者
の
通
院
や
家
族
の
介
護
、
冠
婚
葬

　

祭
、
他
の
子
ど
も
の
学
校
行
事
参
加
の
と

　

き
な
ど

　

原
則
と
し
て
、
６
時
か
ら　

時
ま
で
の
間

２１

で
す
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
、
原
則
と
し
て
提
供
会

員
の
自
宅
で
預
か
り
ま
す
。

依
頼
会
員（
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
）

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
で
、
概
ね
６
か
月
〜

小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
方

＊
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
説
明
会
に
出
席
が

　

必
要
で
す
。

提
供
会
員（
子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
方
）

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
子
育
て
の
援

２０

助
を
行
い
た
い
方

＊
資
格
や
経
験
、
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講
習
会（
１
日
）の

　

受
講
が
必
要
で
す
。

両
方
会
員

　

依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
両
方
の
会
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
開
始
に
あ
た
り
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
業
開
始
は
、
３
月
中
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

�
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

２
月　

日
・　

日　

事
業
説
明
会

１６

１９

　

２
月　

日　

入
会
申
込
書
提
出
期
限

２６

　

３
月
２
日　

会
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会

　

３
月
中
旬　

事
業
ス
タ
ー
ト

 ���   利用のしくみ   ���

�事前打合せ
�サービス提供
�報酬受け渡し

依頼会員
子育ての援助
を受けたい方

提供会員
子育ての援助
を行える方

�会員登録会員登録
��援助申込み援助申込み

�提供会員紹介提供会員紹介

上富良野町
ファミリー・サポート・センター
　所在地　　大町３丁目２番２２号
　　　　　　子どもセンター内
　受付時間　平日８時３０分～１７時１５分
　　　　　　��６５０１

��会員登録会員登録

��援助の依頼援助の依頼

会
員
に
な
る
に
は
？

利
用
で
き
る
時
間
は
？

ど
ん
な
と
き
利
用
で
き
る
？

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
？



入
会
申
込
書

入
会
申
込
み
を
さ
れ
た
方
の

講
習
会

　

依
頼
会
員
・
提
供
会
員
・
両
方
会
員
と

し
て
入
会
申
込
み
さ
れ
た
方
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日（
火
）

　

９
時　

受
付

　

９
時　

分　

事
業
説
明
会（
１
時
間
）

３０

　
　

時　

分　

託
児
の
心
構
え（
１
時
間
）

１０

４０

　
　

時　

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
、
病
気

１３

　
　
　
　

事
故
の
対
応（
１
時
間
）

　
　

時　

分　

援
助
活
動
事
例
等（　

分
）

１４

４０

５０

　
　

時　

分　

そ
の
他
諸
連
絡
等

１５

３０

※
依
頼
会
員
は
、
事
業
説
明
会
の
み
出
席

　

が
必
要
で
す
。

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　
　

２
階
研
修
室

�  広報かみふらの ２０１０.２

　

依
頼
会
員
は
、
援
助
活
動
終
了
後
、
提
供

会
員
へ
報
酬
な
ど
を
直
接
支
払
い
ま
す
。（
報

酬
額
等
の
基
準
は
左
表
の
と
お
り
）

�
実
費
と
し
て
、
交
通
費
や
食
事
代（
ミ
ル

　

ク
な
ど
）、
お
や
つ
代
、
オ
ム
ツ
代
な
ど
が

　

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
依
頼
会
員
が
子
ど
も
２
人
以
上
を
同
じ
提

　

供
会
員
に
預
け
る
場
合
、
２
人
目
か
ら
は

　

半
額
に
な
り
ま
す
。
預
け
る
人
数
は
、
３

　

人
ま
で
と
し
ま
す
。

�
依
頼
会
員
が
援
助
の
依
頼
を
取
り
消
す
場

　

合
、取
消
料
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問合せ　ファミリー・サポート・センター     ��６５０１
　　　　　（事務所　子どもセンター内）
　　　　保健福祉課子育て支援班　　　   　��６９８７

報酬額等区　分

３０分当たり　３５０円平日　７時～１９時

３０分当たり　４００円
土・日・祝日
年末年始（１２月３１日～１月５日）
上記以外の時間

実　費
  ※自家用車使用は
　  １回　２００円 

子どもの送迎などにかかる交通費等

１食　２００円提供会員が用意した食事
�原則は依頼会員が用意します

実　費
提供会員が用意したミルク・おや
つ・おむつ
�原則は依頼会員が用意します

日
時　

２
月　

日
（
火
）

１６

　
　
　
　
�
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１５

３０

　
　
　
　
�
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

１９

３０

　
　
　

２
月　

日
（
金
）

１９

　
　
　
　
�
　

時
〜　

時

１０

１１

　
　
　
　
�
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１５

３０

　
　
　
　
�
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

１９

３０

　

※
５
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　
　

２
階
研
修
室

　

上
富
良
野
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受
け

た
い
「
依
頼
会
員
」
と
子
育
て
の
援
助
を

行
い
た
い
「
提
供
会
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
こ
の
事
業
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
終
了
後
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は

「
入
会
申
込
書
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

��  報酬等基準  ��

提
出
期
限　

２
月　

日（
金
）

２６

提
出
先　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の

　

顔
写
真
２
枚（
縦
３�
×
横
２
・
５�
）

　

※
入
会
申
込
書
と
会
員
証
に
使
用

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

報
酬
額
は
？

�

�

●
● 
入
会
申
込
み
を
さ
れ
た
方
へ
の
説
明
会
・
講
習
会
は
随
時
開
催
し
ま
す 
●
●

 
事
前
打
合
せ
を
し
っ
か
り
し
て

 
お
互
い
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

��
援
助
し
て
欲
し
い
内
容
は
、
具
体
的
に
伝
え

　

る
。（
ミ
ル
ク
・
離
乳
食
の
量
や
回
数
な
ど
）

��
気
に
な
る
こ
と
、
し
て
欲
し
く
な
い
こ
と
も

　

率
直
に
依
頼
会
員
に
伝
え
る
。

��
お
や
つ
や
食
事
、
着
替
え
、
保
育
施
設
へ
の

　

送
迎
方
法
な
ど
、
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

��
提
供
会
員
が
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
場
合
、

　

ア
レ
ル
ギ
ー
が
問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る

　

の
で
、
話
し
合
う
。

��
約
束
し
た
援
助
時
間
は
守
る
。

��
援
助
活
動
の
変
更
や
取
消
し
は
、
速
や
か
に

　

連
絡
す
る
。

��
援
助
活
動
で
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
し
た

　

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
な
い
。

事業スタート
に向けて一旦
期限を設けま
したが、申込
書は随時受け
付けます。
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新
し
い
農
地
制
度
が
ス
タ
ー
ト

農
地
に
関
す
る
規
定
を
定
め
た
「
農
地
法
」
が
平
成

年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

２１

こ
れ
ま
で
は
、
耕
作
者
自
ら
が
農
地
を
所
有
す
る
こ
と（
自
作
農
主
義
）が
最
も
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

食
料
自
給
率
の
低
下
、
休
耕
地
の
増
加
、
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る
必
要
か
ら

農
地
の
貸
し
借
り
を
し
や
す
く
し
、
食
糧
生
産
を
促
進
す
る
な
ど
、
農
地
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
大
幅
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

�
農
地
を
利
用
で
き
る
方
の
範
囲
が
拡
大
さ

　

れ
、
次
の
方
も
農
地
で
の
農
作
物
の
生
産

　

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
農
作
業
常
時
従
事
者
以
外
の
個
人

▼
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人（
業
務
執
行

　

役
員
の
う
ち
１
名
以
上
が
農
業
に
常
時
従

　

事
）

　

た
だ
し
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し

農
地
の
貸
し
借
り
が
し
や
す

く
な
り
ま
す

＋

農作業
常時従事者

農業
生産法人

農作業
常時従事者
以外の個人

農業
生産法人
以外の法人

改
正
前

改
正
後
に
追
加

農地の借り受け者の範囲

違
反
転
用
な
ど
に
対
す
る

罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
す

�
学
校
、
病
院
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
公

　

共
転
用
も
許
可
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
違
反
転
用
と
原
状
回
復
命
令
違
反
に
対
す

　

る
罰
則
や
処
分
が
強
化
さ
れ
、
上
限
が
大

　

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

�
行
政
代
執
行
制
度
に
よ
り
、
国
な
ど
が
原

　

状
回
復
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改　正現　行事項

３年以下の懲役
又は ３００万円以
下の罰金
（法人は１億円
以下の罰金）

３年以下の懲役
又は ３００万円以
下の罰金
（法人は３００万円
以下の罰金）

違反転用

３年以下の懲役
又は ３００万円以
下の罰金
（法人は１億円
以下の罰金）

６か月以下の懲
役又は３０万円以
下の罰金
（法人は３０万円
以下の罰金）

違反転用
における
原状回復
命令違反

遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導
が

強
化
さ
れ
ま
す

�
農
業
委
員
会
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

　

で
毎
年
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
把

　

握
し
ま
す
。

�
所
有
者
の
不
明
な
遊
休
農
地
も
利
用
権
が

　

設
定
で
き
ま
す
。

�
１
年
以
上
に
わ
た
り
農
作
物
の
栽
培
が
行

　

わ
れ
ず
、
今
後
も
栽
培
の
見
込
み
が
な
い

　

場
合
、
農
業
委
員
会
が
指
導
等
を
行
い
ま

　

す
。

　

て
い
る
場
合
で
す
。

　
�
農
地
を
適
正
に
利
用
し
て
い
な
い
場
合

　
　

に
貸
借
を
解
除
す
る
と
の
条
件
を
契
約

　
　

に
付
し
て
い
る
。

　
�
地
域
の
農
業
者
と
の
話
し
合
い
や
農
道

　
　

水
路
な
ど
共
同
利
用
施
設
の
取
り
決
め

　
　

を
守
る
な
ど
し
、
適
切
な
役
割
分
担
を

　
　

す
る
。

　
�
長
期
的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
た
め

　
　

の
機
械
や
労
働
力
が
確
保
で
き
る
。

�
民
法
で
は　

年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
農
地

２０

　

の
賃
貸
借
の
契
約
存
続
期
間
が　

年
以
内

５０

　

に
な
り
ま
す
。

�
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
農
地
法
又
は
農
業

　

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
手
続
き
が

　

必
要
で
す
。

※
農
地
法
に
よ
る
貸
し
借
り（
相
手
が
決

　

ま
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）

※
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
貸

　

し
借
り（
地
域
の
担
い
手
に
ま
か
せ
る

　

場
合
な
ど
）



農
業
に
従
事
す
る
方
が
加
入
で
き
る
任

意
の
年
金
で
す
。
平
成　

年
１
月
か
ら

１４

積
立
方
式
に
な
り
、
納
め
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
が
将
来
の
年
金
に
な
り
ま
す
。

　
　

歳
か
ら
受
給
開
始
さ
れ
、
終
身
支
給
さ

６５
れ
ま
す
。
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農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が

必
要
で
す

�
相
続
、
遺
産
分
割
、
法
人
の
合
併
・
分
割

　

な
ど
で
農
地
を
取
得
し
た
方
は
、
農
業
委

　

員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

�
届
出
さ
れ
た
農
地
を
耕
作
で
き
な
い
場
合

　

な
ど
は
、
農
業
委
員
会
が
貸
し
借
り
な
ど

　

の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

�
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
虚
偽
の
届
出
を
し

　

た
場
合
は
、　

万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

１０

　

ら
れ
ま
す
。

農
地
賃
借
料
情
報
を

公
開
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
は
、
過
去
１
年
間
に
締
結
さ

れ
た
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
農
地（
田
・
畑
）

の
賃
借
料
の
最
高
額
、
最
低
額
、
平
均
額
の

情
報
を
公
開
し
ま
す
。

畑田区分

２２件１８件件数

３,１３３円６,２００円平均額　

ａ
当
た
り

１０賃
借
料　
　

４,０００円１０,０００円最高額

２,０００円２,０００円最低額

平成２０年度上富良野町農地賃借料
【平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日】

そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
�
�
６
９
８
４

Ｑ１
農
地
に
住
宅
を
建
て
た
い

Ａ１
農
地
転
用
の
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

農
業
に
従
事
す
る
人
が
生
活
に
必
要
な

住
宅
と
い
う
こ
と
が
許
可
の
条
件
に
な

り
ま
す
。
農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
人

の
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ２
農
地
を
宅
地
と
し
て
売
り
た
い

Ａ２
農
地
転
用
許
可
の
ほ
か
、
農
業
振
興
地

域
か
ら
の
除
外
や
開
発
行
為
の
手
続
き

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
転
売
を
目
的
に
売
買
す
る

と
き
に
は
、
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Ｑ３
農
地
に
農
業
用
の
倉
庫
や
格
納
庫
を
建

て
た
い

Ａ３
農
地
転
用
の
許
可
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。

Ｑ
農
業
者
年
金
と
は
？

Ａ
加
入
対
象
者
は
？

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

�
　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

�
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者（
保
険
料
免

　

除
者
は
除
く
）

�
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事

６０

脱
退
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
？

脱
退
は
、
申
し
出
に
よ
り
で
き
ま
す
が

保
険
料
の
返
金
や
脱
退
一
時
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

納
付
し
た
保
険
料
と
運
用
益
の
相
当
分
は

農
業
者
老
齢
年
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

年
金
の
給
付
を
受
け
る
に
は
？

満　

歳
の
誕
生
日
以
降
、
申
請
手
続
き

６５
が
必
要
で
す
。　

歳
受
給
開
始
が
原
則

６５

で
す
が
、
国
民
年
金
と
同
様
に　

歳
か
ら
繰

６０

上
げ
支
給
の
選
択
も
で
き
ま
す
。

給
付
申
請
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

か
農
業
委
員
会
で
行
え
ま
す
。

保
険
料
の
額
は
？

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
を
下
限
と

し
、
１
千
円
刻
み
で
６
万
７
千
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
ま
で
に　

年
以
上
加
入
が
見

６０

２０

ＱＡＱ

込
ま
れ
る
な
ど
の
ほ
か
一
定
条
件
を
満
た
し

て
い
る
方
は
、
特
例
保
険
料
を
選
択
で
き
、

保
険
料
の
一
部
に
つ
い
て
国
の
助
成（
政
策

支
援
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ

ＱＡＱＡ
現
況
届
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

必
ず
提
出
が
必
要
で
す
か
？

毎
年
、
受
給
者
の
確
認
の
た
め
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
提
出
を
し
な
い
と
年
金
の

支
給
を
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

必
ず
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ

農
業
者
年
金

Ｑ
＆
Ａ

こ
ん
な
と
き
は
…

事
前
に
、

必
ず
、

お
問
合
せ
を
！

忘れずに忘れずに！！
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平
成　

年
の
火
災
件
数
は
８
件
で
、
前
年

２１

よ
り
１
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
「
建
物
火
災
」
が
４
件
、「
林
野
火

災
」
が
１
件
、「
そ
の
他
火
災
」
が
３
件
で
、

建
物
火
災
に
よ
っ
て
３
名
の
方
が
負
傷
し
ま

し
た
。

　

消
防
署
で
は
、
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

の
基
礎
を
指
導
す
る
「
救
急
講
習
」
を
随
時

開
催
し
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

A
E
D
の
使
用

方
法
を
含
め
た
講

習
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
が
受
講
さ

れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

A
E
D
に
よ
る

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

行
え
る
よ
う
に
な
り
、
A
E
D
の
設
置
施
設

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
、
上
富
良
野
高
校
、
カ
ミ
ホ
ロ
荘
、
白

銀
荘
、
町
内
各
小
・
中
学
校
の　

施
設
に
設

１１

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
講
習
の
問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署
救
急
救
助
係

�
A
E
D

　
�
自
動
体
外
式
除
細
動
器

問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署
指
導
係
・
救
急
救
助
係

　
�
�
2
1
1
9　
�
�
9
9
8
3

　

平
成　

年
の
救
急
出
動
件
数
は　

件
で
、

２１

４１６

前
年
よ
り
４
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
呼
吸
と
心
臓
の
停
止
し
た
状

態
の
事
例
が　

例
で
、
そ
の
中
で
心
臓
と
呼

１６

吸
が
回
復
し
、
1
か
月
以
上
生
存
し
た
事
例

が
２
例
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
方
は
残
念
な

が
ら
救
命
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成　

年
２１

救
急
統
計

火
災
統
計

あ
な
た
の

勇
気
と

愛
が

大
切
な

命
を

救
い
ま
す

　

火
災
に
よ
る
損
害
額
は　

万
９
千
円（
建

４３７

物
火
災
１
件
が
調
査
中
の
た
め
未
計
上
）で
、

火
災
統
計
・
救
急
統
計

損
害
額
は
前
年
よ
り
減
少
す
る
見
込
み
で

す
。

　

焼
死
者
の
発
生
す
る
火
災
が
全
国
各
地
で

起
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
が
火
災
の
無

い
町
に
な
る
よ
う
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
日

頃
か
ら
火
気
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
ま

た
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
も
火

災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
を
無
く
す

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署
指
導
係

　

発
見
者
が
早
期
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
「
早
い
通
報
」「
早
い
応
急
手
当
」「
早
い

救
急
処
置
」「
早
い
医
療
処
置
」
と
い
う
救
命

の
た
め
に
重
要
な
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

(A
utom
ated E

xternal D
efibrillator )

住宅用火災警報器の早期設置を！

過去５年間の火災件数

２１年20年19年18年17年

9件

8件

7件

6件

5件

4件

3件

2件

1件

0件

4件 4件 4件

7件

8件

過去５年間の救急出動件数

２１年20年19年18年17年

500件

480件

460件

440件

420件

400件

380件

360件

439件439件

488件488件

457件457件

412件412件 416件416件



�  広報かみふらの ２０１０.２

十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練

十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
融
雪
型
火
山
泥
流
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し
ま
す

い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

内
容

�
避
難
訓
練　
　

時　

分
頃

１４

１０

�
雪
上
車
の
走
行
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行

　

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
指
示
は
、　

時　

分
頃
に
防
災
行
政

１４

１０

無
線
放
送
で
発
令
し
ま
す
。

　

十
勝
岳
の
火
山
活
動（
想
定
）に
合
わ
せ
た

避
難
指
示
発
令
を
行
い
ま
す
。
防
災
行
政
無

線
放
送
の
サ
イ
レ
ン
・
放
送
に
よ
り
、
各
指

定
避
難
所
ま
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
間
違

　

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

避
難
対
象
地
区

　

日
新
、
草
分
、
日
の
出
、
北
町
、
泉
町
、

扇
町
、
栄
町
、
中
町
、
錦
町
、
富
町
の
一
部

で
す
。

　

上
富
良
野
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、
自
主

防
災
組
織
を
重
要
な
役
割
と
し
て
位
置
づ

け
、
各
住
民
会
単
位
で
の
結
成
と
そ
の
活
動

の
奨
励
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
、

警
察
、
町
な
ど
防
災
関
係
機
関
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
自
主

防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
自
主
的
な
救
出
・

救
護
等
の
行
動
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
連
携
や

訓
練
を
積
み
重
ね
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

問
合
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
�
�
６
４
０
０

す
。
今
回
も
次
の
項
目
に
つ
い
て
連
携
を
図

り
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

�
避
難
所
の
開
設

�
避
難
所
の
受
け
入
れ

�
避
難
者
確
認
、
整
理
誘
導

�
未
避
難
者
情
報
等
の
収
集
な
ど

※
自
主
防
災
組
織
で
、
腕
章
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム

　

等
が
あ
る
場
合
は
、
着
用
し
て
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

�
防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
の
電
源
や
電

池
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
非
常
食
や
医
薬
品
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ

等
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
日　

２
月　

日（
水
）

24

※
避
難
対
象
地
区
や
指
定
避
難
所
な
ど
は
、

各
対
象
住
民
会
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

『
も
し
も
の
と
き
』
の
た
め
に
…

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

日
ご
ろ
か
ら
確
認

避
難
訓
練



　

3
泊
4
日
、
み
ん
な
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

事
前
研
修
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
新
た
な
一
面
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
様
々

な
体
験
と
学
習
し
た
こ
と
を
今
後
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
重
県
津
市
等
に
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
実
行
委
員
会
並
び
に
保
護
者
に
感
謝
し

ま
す
。
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6
時　

分
社
教
セ
ン
タ
ー
集
合
。

30

和
田
実
行
委
員
会
会
長
、
北
川
教

育
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
児

童
生
徒　

名
と
引
率
5
名
は
バ
ス
で
出
発
。

38

新
千
歳
空
港
か
ら
中
部
国
際
空
港
へ
到
着

後
、
高
速
船
「
す
ず
か
ぜ
」
に
乗
船
し　

分
40

で
津
市
に
到
着
。
津
市
教
育
委
員
会
職
員
、

安
東
小
学
校
校
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
宿
泊

先
の
津
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に　

時　

分

16

30

到
着
。　

時
間
の
移
動
に
よ
る
体
力
回
復
の

10

た
め
、
夕
食
・
入
浴
後
就
寝
。

8
時　

分
宿
舎
を
出
発
し
津
城
跡

30

を
見
学
。
津
城
を
建
立
し
た
藤
堂

高
虎
氏
に
つ
い
て
学
習
。

　

安
東
小
学
校
で
は
体
育
館
で
交
流
会
を
開

催
。
３
・
４
年
生
は
阿
濃
津
よ
さ
こ
い
「
よ

い
さ
」
を
披
露
。
５
年
生
は
「
上
富
良
野
開

拓
の
父　

田
中
常

次
郎
」
を
英
語
劇

で
発
表
。
６
年
生

は
上
富
良
野
町
と

津
市
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、

上
富
良
野
町
か
ら

は
事
前
学
習
で
ま

と
め
た
両
市
町
の
人
口
・
気
候
・
観
光
名
所
・

特
産
品
等
に
つ
い
て
全
員
で
発
表
。
お
礼
の

こ
と
ば
の
後
、
記
念
品
を
交
換
。
短
い
時
間

だ
っ
た
が
、
親
睦
交
流
を
図
っ
た
。

　

真
宗
高
田
派
本
山 
専
修
寺 
で
御
影
堂（
親

せ
ん
じ
ゅ
じ

鸞
聖
人
の
木
像
）を
参
拝
後
、
鈴
鹿
市
に
あ

る
ホ
ン
ダ
技
研
鈴
鹿
工
場
を
見
学
。
毎
日
7

種
類
1
千　

台
の
車
を
生
産
。
ベ
ル
ト
コ
ン

650

ベ
ア
で
移
動
し
て
い
く
車
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
精

巧
な
作
業
と
従
業
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

1
分
間
で
１
台
完

成
に
感
動
。

　

夕
食
後
、
津
市

教
育
委
員
会
の
松

本
指
導
主
事
か
ら

津
市
等
の
位
置
や

方
言
、
名
産
品
の

い
わ
れ
な
ど
を
学

習
。

8
時　

分
宿
舎
を
出
発
し
、
松
浦

20

武
四
郎
記
念
館
を
見
学
。
高
瀬
名

誉
館
長
、
中
西
館
長
、
学
芸
員
か
ら
、
松
浦

武
四
郎
が
深
山
峠
か
ら
見
た
十
勝
岳
連
山
が

描
か
れ
て
い
る
資
料
の
説
明
後
、
松
浦
武
四

郎
作
成
の
北
海
道
地
図
で
上
富
良
野
町
の
位

置
を
確
認
。

　

伊
勢
神
宮
内
宮

を
参
拝
後
、
鳥
羽

水
族
館
で
展
示
ス

ペ
ー
ス
や
シ
ョ
ー

を
各
班
ご
と
に
行

動
し
見
学
。

　

夕
食
後
、
体
育

館
で
村
上
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
進
行
に
よ
る
親
睦
交
流
会
。
全

員
が
楽
し
く
交
流
を
深
め
た
。

7
時　

分
宿
舎
を
出
発
。
津
な
ぎ

45

さ
ま
ち
の
港
か
ら
津
市
教
育
委
員

会
職
員
に
見
送
ら
れ
高
速
船
に
乗
船
。
中
部

国
際
空
港
で
お
土
産
を
購
入
し
、
飛
行
機
、

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、　

時　

分
社
教
セ
ン

14

40

タ
ー
に
到
着
。

　　

本
事
業
は
、次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
事
前
研
修
会
３
回

　
　
　

月
５
日
・　

日
・　

日

12

１２

１９

�
結
団
式　
　

月　

日

１２

25

�
津
市
ほ
か
研
修　

1
月　

日
〜　

日

11

14

�
事
後
研
修
会　

1
月　

日
23

�
研
修
報
告
及
び
解
団
式　

2
月
5
日

　

3
泊
4
日（
1
月

日
〜

日
）の
日
程
で
、
友
好
都
市
を
提
携
し
て
い
る
三
重
県
津
市
等
を
訪
問
し
ま
し
た

11

14

　

日日
１１１１

　

日日
１２１２

　

日日
１３１３

　

日日
１４１４

上
富
良
野
町
青
少
年
国
内
交
流
実
行
委
員
会
主
催
「
第
５
回
青
少
年
国
内
交
流
事
業
」

　

『
姉
妹
都
市 
三
重
県
津
市
ほ
か
研
修
日
記
』

記念品交換

津市に関する学習会

松浦武四郎記念館

ホンダ技研鈴鹿工場ホンダ技研鈴鹿工場

子ども会育成協議会
ジュニアリーダー（パ
レット）
　村上　遼華    さん

はるか

（上富良野中学校3年）
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

平
成　

年
度
新
入
生
募
集

２２

い
し
ず
え
大
学
・
女
性
学
級

「
学
ぶ
こ
と
で
豊
か
な
人
生
を
」

　

平
成　

年
度
の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

２２

共（
友
）に
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
い
し
ず
え
大
学

�
対
象　

満　

歳
以
上
の
方

60

�
学
習
内
容　

月
2
回

　

講
話
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
研
修
旅
行
、
ク
ラ

　

ブ
活
動（
書
道
、
民
舞
、
合
唱
、
フ
ォ
ー
ク

　

ダ
ン
ス
、
民
謡
、
歌
謡
、
卓
球
、
パ
ー
ク

　

ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
ミ

　

ニ
バ
レ
ー
）、
自
治
会
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
、
親
睦
交
流
、
学
習
発
表
）

�
定
員　
　

名
30

�
年
会
費

　
　

〜　

歳
ま
で
の
方

60

64

　
　

4
千　

円（
保
険
料
含
む
）

100

　
　

歳
以
上
の
方

65

　
　

3
千　

円（
保
険
料
含
む
）

300

�
申
込
期
限　

3
月　

日（
水
）

31

「
脳
科
学
の
視
点
か
ら 
克
己 
せ
よ
」

こ
っ
き

　
　
 　
　
 
東
中
小
学
校
長　

松 
井 
雅 
裕

　

拙
文
の
表
題
は
、
脳
科
学
者　

池
谷
裕
二

氏
の
提
言
か
ら
拝
借
し
た
も
の
で
す
。
多

く
の
実
験
デ
ー
タ
に
基
づ
く
彼
の
解
釈
に

よ
れ
ば
「
ま
ず
行
動
が
あ
っ
て
、
感
情
が
生

ま
れ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
身
体
が
先
で
、

脳
は
そ
れ
に
従
う
と
い
う
解
釈
の
よ
う
で

す
。「
自
分
の
衝
動
や
欲
望
に
か
つ
こ
と

（
克
己
）は
、
難
し
く
な
い
」
と
彼
は
一
つ
の

例
を
挙
げ
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

朝
、
起
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
に

な
っ
て
も
、
目
が
は
っ
き
り
覚
め
る
ま
で
、

布
団
の
中
に
も
う
少
し
い
よ
う
と
思
う
。

で
も
こ
れ
は
、
脳
の
仕
組
み
を
考
え
る
と
間

違
い
だ
と
言
う
の
で
す
。
眠
気
は
身
体
を

動
か
す
か
ら
覚
め
る
。
眠
く
て
も
起
き
て
、

朝
の
陽
を
浴
び
、
冷
た
い
水
で
顔
を
洗
い
、

着
替
え
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
う
ち
に
目
が

覚
め
る
仕
組
み
だ
と
い
う
の
で
す
。
私
と

し
て
も
十
分
に
納
得
の
説
明
で
す
。「
眠
気

や
怠
け
心
と
闘
お
う
と
し
て
も
ざ
折
す
る

だ
け
、
身
体
を
動
か
せ
ば
脳
は
目
覚
め
る
」

ボ
ー
ッ
と
せ
ず
に
、
読
み
、
書
き
、
目
、
耳
、

手
を
動
か
す
こ
と
で
、
脳
は
「
学
び
の
モ
ー

ド
」
に
切
り
替
わ
る
と
力
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
脳
の
「
面
倒
だ
、
気
分
が
乗
ら
な
い
」

な
ど
の
感
情
に
振
り
回
さ
れ
ず
、
ま
ず
は

「
や
る
」
習
慣
が
必
要
だ
と
言
う
の
で
す
。

　

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
か
と
割
り
切
り

難
い
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
自
ら

試
し
て
み
よ
う
か
と
重
い
腰
を
あ
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家 庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教 育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育 シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号家 庭 教 育 シ リ ー ズ    第　 　 号  ２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７２

公
民
館
講
座

『
中
級
英
会
話
教
室
』

　

英
語
指
導
助
手
の
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン
に

よ
る
英
会
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

2
月　

日
〜
３
月　

日

２５

２５

　
　
　

毎
週
木
曜
日　

計
５
回

　
　
　
　

時
〜　

時　

分

19

２０

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
学
習
室

対
象　

一
般（
高
校
生
以
上
）

受
講
料　

無
料

※
内
容
に
よ
り
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

募
集
人
員　
　

名
１５

申
込
期
限　

2
月　

日（
水
）

２４

■
女
性
学
級

�
対
象　

町
内
在
住
の
女
性
の
方

�
学
習
内
容　

月
1
回

　

講
話
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
見
学
、
創
作

　

活
動
等
、
運
営
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親

　

睦
交
流
、
学
習
発
表
）

�
定
員　
　

名
50

　

※
申
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
他

　
　

の
学
習
申
込
者
以
外
を
優
先
し
、
抽
選

　
　

と
し
ま
す
。

�
年
会
費　

2
千
円（
保
険
料
含
む
）

�
申
込
期
間

　

2
月　

日（
月
）〜
3
月　

日（
金
）

22

12

▼
申
込
み
方
法

　

申
込
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
み
の
際
に
は
「
町
税
等
の
滞

納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置

等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
納
税
確
認

同
意
書
が
必
要
で
す
の
で
、
記
入
・
押
印
の

う
え
、
併
せ
て
提
出
願
い
ま
す
。

「郊外研修（忠別ダム）」女性学級

「自治会交流・流しそうめん」いしずえ大学

　

平
成　

年
度
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー

２２

ル
」
利
用
予
定
の
方
を
対
象
に
、
登
録
方
法
、

事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

実
施
内
容
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、

４
月
か
ら
利
用
予
定
の
方
は
、
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
上
小
放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

　

日
時　

３
月
１
日（
月
）　　

時
〜　

時

19

２０

　

会
場　

上
富
良
野
小
学
校
体
育
館
2
階

◆
上
西
小
放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

　

日
時　

３
月
２
日（
火
）　　

時
〜　

時

19

２０

　

会
場　

上
富
良
野
西
小
学
校

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

保
護
者
説
明
会
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１／１７

ふ
れ
あ
い
の
場「
公
民

館
里
仁
分
館
」落
成
式

　

公
民
館
里
仁
分
館
の
落
成
式
が
同
会

館
で
行
わ
れ
、
町
長
、
議
長
、
地
域
住

民
ら
約　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

６０

　

完
成
を
祝
い
、
式
典
で
は
里
仁
住
民

会
長（
野
口
正
勝
氏
）か
ら
「
地
域
住
民

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」
と

抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

旧
里
仁
分
館
は
、
昭
和　

年
に
建
設

４９

さ
れ　

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん

３４

だ
た
め
、
国
の
経
済
対
策
臨
時
交
付
金

に
よ
り
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
計
の
段
階
か
ら
、
地
域
住
民
と
懇

談
・
協
議
を
取
り
進
め
た
分
館
で
、
今

後
は
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。　

１／１０

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で

平
成　

年
成
人
式

２２

　

第　

回
北
の
大
文
字
が
日
の
出
公
園

２３

で
開
催
さ
れ
、
約
１
千
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

上
富
良
野
神
社
で
採
火
し
た
御
神
火

は
、
町
の
活
性
化
と
町
民
の
健
康
、
十

勝
岳
の
安
全
な
ど
を
願
い
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
で
新
年
を
迎
え
る
と
同
時
に

「
大
」
の
文
字
に
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
」
の
文
字
は
、
縦　
�
、
横　
�

７０

５０

で
、
日
の
出
公
園
の
斜
面
中
腹
で
勢
い

よ
く
燃
え
上
が
り
、
来
場
者
は
大
き
な

歓
声
で
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
や
コ
コ

ア
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
来
場
者
は
体
を
温

め
な
が
ら
、
夜
空
を
彩
る　

発
の
花
火

７００

を
楽
し
み
ま
し
た
。

１／１

新
年
を
祝
し
て

燃
え
上
が
る「
大
」の
字

　

東
明
住
民
会
は
「
地
域
親
子
ふ
れ
あ

い
交
流
会
」
を
東
明
会
館
で
開
催
し
、

下
校
時
の
地
域
児
童
を
見
守
る
み
ま
も

り
隊
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
、

上
富
良
野
小
学
校
長
・
教
頭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
交
番
所
長
な
ど
約　

名
が
参
加

５０

し
ま
し
た
。

　

交
番
所
長
の
講
話
の
後
、
カ
ー
リ
ン

グ
大
会
、
手
作
り
カ
レ
ー
の
昼
食
会
、

輪
投
げ
、
お
手
玉
な
ど
が
行
わ
れ
、
世

代
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
生
き

と
し
た
表
情
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

み
ま
も
り
隊
の
活
動
は
、
学
校
や
警

察
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
平
成　

年
は　

日
、
延
べ　

名

２１

１５４

４２１

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１２／２３

世
代
を
超
え
て「
地
域
親

子
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」

　

成
人
式
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
み
ん
で
開
催
さ
れ
、　

名（
男　

名
・

１１６

５７

女　

名
）が
出
席
し
、
新
成
人
と
し
て

５９
の
責
任
と
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
井
村
安
希
さ

ん
が
町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、

島
田
脩
平
さ
ん
と
辻
井
裕
香
里
さ
ん
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
久
保
太
輔
さ
ん
は
「
自
分

を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
自
分
の
意
志
を

し
っ
か
り
持
ち
生
き
て
い
き
た
い
」
と

力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
町
の
郷
土

芸
能
で
あ
る
安
政
太
鼓
が
勇
壮
な
響
き

で
奏
で
ら
れ
る
と
、
新
成
人
は
真
剣
な

面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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１／３１

一
緒
に
触
れ
合
お
う

わ
い
わ
い
ら
ん
ど

　

野
球
で
町
を
元
気
に
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
上
富
良
野

高
校
野
球
部
を
応
援
す
る
会
」
の
設
立

総
会
が
上
富
良
野
高
校
で
開
催
さ
れ　
５８

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

設
立
準
備
委
員
会
代
表
の
中
澤
良
隆

氏
か
ら
「
甲
子
園
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
で
応
援
す
る
姿
が
現
実
に
な
る
よ
う

み
ん
な
と
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
の
後
、
野
球
指
導
者
の
熱
い
決

意
表
明
で
は
会
場
が
一
つ
に
。

　

そ
の
後
、
規
約
の
説
明
や
役
員
選
出

（
会
長
に
中
澤
良
隆
氏
）な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
活
動
計
画
や
予
算
は
、
４
月

に
開
催
予
定
の
定
期
総
会
で
決
ま
り
ま

す
。　

日
現
在
会
員　

名（
法
人
１
含
）

２１

１３１

１／２１

熱
い
思
い
が
一
つ
に

上
高
野
球
部
を
応
援

「
社
会
保
障
費
を
考
え
る
〜
お
金
で
見

る
健
康
問
題
」
と
題
し
た
学
習
会
が
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催

さ
れ
、　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１１６

　

講
師
は
長
野
県
で
長
年
保
健
活
動
に

取
り
組
み
、
全
国
の
保
健
医
療
に
貢
献

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
若
月
賞
を
受
賞
し

た
熊
谷
勝
子
氏
で
、
平
成　

年
か
ら
町

１１

の
保
健
指
導
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
な
ど
の
数
字
を
使
い
、
生
活

習
慣
病
予
防
が
介
護
予
防
に
つ
な
が
る

大
切
さ
と
町
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
活
動
の
成
果
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
社
会

保
障
費
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
健
診

受
診
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

１／１９

町
の
社
会
保
障
費
は
？

お
金
で
見
る
健
康
問
題

「
第
１
回
わ
い
わ
い
ら
ん
ど
」
が
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約　

名
が

１６０

来
場
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
子
ど
も
が
と
も
に
交
流
し
、
活
動

す
る
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
開
放
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
触
れ
合
う
時
間

を
過
ご
そ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
義
貢
さ
ん（
高
齢
者
事
業
団
）手

作
り
の
木
工
製
品
の
お
も
ち
ゃ
は
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
。
そ
の
他
、
カ
ラ
オ

ケ
、
折
り
紙
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
互
い
に
交
流
を
図
り
な
が
ら

思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

２／１
『
ほ
っ
と
か
れ
へ
ん
！
』

自
分
ら
が
で
き
る
こ
と

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ

れ
、
約　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

170

　

講
師
は
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事

務
局
長
の
早
瀬
昇
氏
で
、
日
本
を
代
表

す
る
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
し
て
、
全
国

的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

「
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
例
に
「
自
発
性
」
か
ら
来
る
市

民
の
機
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
、

行
政
と
市
民
の
得
意
な
分
野
を
生
か
し

た
活
動（
行
政
の
公
平
性
・
市
民
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
個
々
へ
の
対
応
）な
ど
、大

阪
弁
で
テ
ン
ポ
い
い
話
に
会
場
は
笑
い

に
包
ま
れ
話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
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お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
車
来
町

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

３
月　

日（
木
）に
献
血
車
が
来
町

１１

し
ま
す
。

　

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

場
所
・
時
間

ふ
じ
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

　
　

時
〜　

時

１０

１２

役
場
正
面
玄
関
前

　
　

時
〜　

時　

分

１３

１４

３０

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車
場

　
　

時　

分
〜　

時

１４

４５

１７

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

　

国
民
年
金
は
ど
の
世
代
に
も
必
要

な
制
度
で
す
。

老
後
や
不
測
の
事
態
に
備
え

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

老
齢
基
礎
年
金　

国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
期
間（
免
除
期
間
を
含

む
）や
職
場
の
年
金
に
加
入
し
て

い
た
期
間
な
ど
の
合
計
が　

年
以

25

上
あ
る
方
が　

歳
か
ら
一
生
涯
支

６５

給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
保
障
）

�
平
成　

年
度
の
年
金
額

２１

　
　

万
２
千　

円（
満
額
）

７９

１００

�
保
険
料
納
付
済
期
間
が　

年
で
満

40

額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
免
除
や
未

納
期
間
が
あ
る
方
は
、
そ
の
期
間

に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金　

国
民
年
金
加
入
中

に
初
診
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
一

定
の
障
が
い
が
残
り
、
働
け
な
く

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
平
成　

年
度
の
年
金
額（
定
額
）

２１

　
　

万　

円（
１
級
）

９９

１００

　
　

万
２
千　

円（
２
級
）

７９

１００

※
子
の
人
数
に
よ
り
加
算
が
あ
り
ま

　

す
。

遺
族
基
礎
年
金　

生
計
を
維
持
し
て

い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ

の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」又
は「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
平
成　

年
度
の
年
金
額

２１

　
　

万
円（
妻
）（
基
本
額
＋
子
１
人

１０２

　

加
算
額
）

※
子
の
人
数
に
よ
り
加
算
が
あ
り
ま

　

す
。

そ
の
他

※
子
と
は
「　

歳
に
到
達
す
る
年
度

１８

末
ま
で
の
子
」
又
は
「
障
が
い
の

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
の
子
」

２０

�

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
い

ず
れ
も
受
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

�

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
は
「
保
険
料
免
除
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
�
0
1
6
6�
1
6
1
1

援
助
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

　
　
�
�
６
６
９
９

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
生

の
い
る
ご
家
庭
で
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
、
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
学
用
品
費
や

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
キ
ー
用

具
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
先

　

通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
校

問
合
せ

　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
�
�
６
６
９
９

国
民
年
金

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

1
月　

日
か
ら
、
す
べ
て
の
町
民

22

を
対
象
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
医
療
機
関
へ
電
話
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

2
月
か
ら
は
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の

供
給
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

予
約
の
際
は
、
国
産
と
輸
入
の
ど
ち

ら
を
希
望
す
る
の
か
、
必
ず
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
産

と
異
な
り
、
接
種
方
法
や
接
種
回
数

の
ほ
か
、
国
産
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
免
疫
補
助
剤
を
含
む
な
ど
の
違
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

　

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
又
は

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方
は
、
費
用

の
全
額
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

ご
存
知
で
す
か
？

預
金
保
険
制
度

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
６
４
０
０

　

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機
関

が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機
構
に

支
払
い
、
万
が
一
、
金
融
機
関
が
破

た
ん
し
た
場
合
に
一
定
額
の
預
金
等

を
保
護
す
る
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

　

預
金
取
扱
金
融
機
関
が
破
た
ん
し

た
場
合
は
「
無
利
息
・
要
求
払
い
・
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
３
要
件
を
備
え
た
決
済
用
預

金
が
全
額
保
護
と
な
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
預
金
保
険
対
象
預
金（
利
息
の

つ
く
普
通
預
金
や
定
期
預
金
な
ど
）

は
、
定
額（
１
千
万
円
ま
で
の
元
本

と
そ
の
利
息
）保
護
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
・
資
料
請
求

　

北
海
道
財
務
局
総
務
部

　
�
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

　
　

内
線
４
２
７
０
・
４
２
４
７

制
度
概
要
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

金
融
庁

　

預
金
保
険
機
構

http://w
w
w
.fsa.go.jp/policy/payoff/

index.htm
l

http://w
w
w
.dic.go.jp/
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 四 釜   
し か ま

 ミエ子   さん
み え こ

　先月号の庵本さんからめぐって、四釜さんにお
逢いしました。
『庵本さんとは、３０年来のお付き合いで、その人柄
にはいつも心が温かくなります。十数年前に心臓
の手術を２度しているため、無理ができず、書き物
をするのが楽しみです。以前は道新の生活面「いず
み」欄に掲載され、また旭川市立病院胸部外科の患
者の集い「いぶき会」で年２回発行される文集にも
これまで３０近くの作品が掲載されました。毎日の
出来事も家計簿に書きとめ、１５年以上になります。
２００６年には「いずみ」に掲載された１１３名の作品集
が出版されました。祝賀会には行けませんでした
が、とても嬉しかったです。今は健康が一番大切
と思い、週１回「泉いきいき塾」で筋力トレーニン
グをしています。月１回のふれあい昼食会も楽し
みです。どちらも休まずに続いているのは、支え
てくれる皆さんのおかげだと感謝しています。』

昭和７年生まれ
栄町２丁目

　財団法人北海道青少年育成協会の北海道青少年基
金は、青少年の社会参加による郷土づくり、社会奉
仕活動を支援し、心豊かなたくましい青少年を育て
るため、皆さんからご支援をいただいています。

　１月１０日に開催され
た成人式会場でも、皆
さんからご協力をいた
だきました。ありがと
うございました。
�募金額　６４９円

上富良野の青少年健全育成をすすめる会
　事務局（教育委員会内）　��５５１１

高齢者事業団をご存知ですか？
　上富良野町高齢者事業団は平成元年度に発足し、
昨年は創立２０周年を迎えました。
　高齢者の経験と能力を引き出しながら、生きがい
対策として、高齢者に働く機会を提供しています。
　作業の内容は、公園の除草作業を主体として、せ
ん定、草刈り、除雪、土木、大工の派遣、農業の植
え付けから収穫まで、様々なものを受注しています。
　興味のある方は、ぜひお問
合せください。
問合せ　上富良野町高齢者事
　業団（大町３丁目２番２２号
　子どもセンター内）
　��５１３４（担当　田中）

募金活動へのご協力ありがとうございました

み ん なの 伝 言 板

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

� 英樹さん・美鈴さんの子 �

坂本       文  芽
さ か も と

       ちゃん

あ や め

（４歳５か月）
岩  渕      遥 香
い わ ぶ ち

      ちゃん 奈 緒
は る か

      ちゃん

な お

     　　（２歳11か月）（1歳6か月）

� 章弘さん・貴世さんの子 �



問合せ　中央保育所　��2074

　新年１発目の「ごみ担」のごみ話は…

「悲しきペロペロチョコの棒」　の巻

　どぉ～も。役場のごみ担当、略して「ごみ担」です。
　チョコにプラスチック製のスティックが刺さった
おなじみの商品「ペロペロチョコ」。今月はある商品
の台紙に書かれたごみ分別の識別表示の話。
「   ：スティック」とあれば、普通はプラごみに捨て
ますよね？　チョコが入っているトレイや台紙は、
商品の入れ物なので、プラ製ならば 　がついていて
ＯＫ。でも、スティックはチョコの入れ物でも包ん
でいる包装でもないので、プラ製でも　 をつけるの
は × 。このままでは、町内の小学生未満約700人の

バツ

３分の２が週２回ペロペロしちゃうと、年間４9,０00
本ものペロペロ棒がプラごみに混入、それを手作業
で取り除くという驚がくの事態を招きかねません。
　表示を所管する経済産業省に電話すると「表示す
べきものにしていないのは指導するが、すべきでな
いものに表示しているのは罰則もないので、個別に
メーカーと話してほしい」とのこと。「どんどん増え
たらどうすんの。それで根本的な解決になるの？」
とこみ上げる熱いものをこらえ、「なんて役所的な
…」とムナしい気分で受話器を置いたのでした。（あ
れれ、自分もお役所マンだったぁ。ヘタこいた～）
　後日、ごみのリサイクルを管轄する環境省にも問
合せ。すると「それは経済産業省の所管でして、環境
省としては経済産業省に働きかけるとしか言いよう
がありません」との回答。あぁ～あ、もうどうしたら
いいのか「ごみ担」困っちゃ～う（山本リンダ風）と、
途方にくれる「ごみ担」なのでありましたとさ。

�　広報かみふらの ２０１０.２

食育の食育の 推推進進

問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

ー上富良野産野菜の紹介ー上富良野産野菜の紹介ーー

『『にんじんにんじん』』
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＜生産状況＞
　北海道は、国内にんじ
ん生産量トップの産地で
8～10月にかけて販売さ
れるにんじんのほとんど
が北海道産です。北海道
にんじんの主産地の一つ
が富良野地区であり、上
富良野町では約２０戸の農家が生産しています。涼し
い気候を生かし減農薬につとめ、クセがなく甘味の
あるにんじんを作っています。
＜栄　養＞
　 β －カロテンの含有量は他の野菜と比べても群を
ベータ

抜いています。このβ－カロテンは一部体内でビタ
ミンＡに変わり、皮膚や粘膜を健康に保ちます。
　また、抗酸化作用により、老化の原因となる活性
酸素の発生を抑え、発がん抑制作用も認められてい
ます。ビタミンC、食物繊維も含まれています。
＜保　存＞
　水気をよくふき取り、新聞紙等に包んでポリ袋に
入れ野菜室で保存します。
　また、用途に合わせて切り、堅めにゆでて冷凍保
存もできます。
＜料　理＞
　いため物、煮物、あえ物、サラダと何でも合いま
す。油と一緒に使うと、吸収率が大幅にアップしま
す。

� 西保育園 �

『鬼のおめん』 『鬼のおめん』
安 川       星 翼
や す か わ

      くん
せ い と

（平成１６年生まれ）
立  　       希
た つ ざ き

    明
の

    ちゃん
あ

（平成１５年生まれ）



町へ
◎小松美也子さん                                           ２万円
◎瀧本良幸さん                                              10万円
◎乳井勝正さん（千葉県千葉市）                      ５千円
◎高橋勝美さん（東京都中野区）                      ３万円
◎　　五慶さん                                               ２０万円
◎コスモスグループ 　           手作りぞうきん247枚
◎上富良野ライオンズクラブ  　   ボールペン1千本
◎新谷建設株式会社（旭川市）                　ベンチ1基

ラベンダーハイツへ
◎宮島正人さん　　           　         　　手押し車1台
◎富樫國雄さん　                    マグネットバイク1台
◎小島隆士さん（神奈川県横浜市）           精白米６０�
◎加藤　勲さん　　　　　　　    　     　車椅子1台
◎東中中学校　　　　　                      　もち米１０�
◎コスモスグループ         ティッシュペーパー300箱

社会福祉協議会へ
◎小泉　子さん  ５万円       ◎成田照子さん  ５万円
◎佐野泰雄さん  ３万円       ◎小林清和さん  ５万円
◎佐藤リエさん  ２万円       ◎加藤　勲さん  ５万円
◎朝倉貞子さん  ３万円       ◎武内　勉さん  ３万円
◎一色愛子さん  １０万円        ◎高橋順一さん  ３万円
◎杉本好夫さん  ５万円       ◎及川政男さん  ２万円
◎多田弾薬支処隊員一同                    　　　7,655円
◎上富良野町民生児童委員協議会                         ２万円

上富良野消防団へ
◎社団法人日本損害保険協会
                     小型動力ポンプ（Ｂ２級）付軽消防自動車

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido
.jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●
(　)は前月比

１月３１日現在１２月３１日現在

(－９)１１,９８９人(－８)１１,９９８人人口

(－１０)６,０３０人(＋２)６,０４０人男

(＋１)５,９５９人(－１０)５,９５８人女

(＋３)5,２９４世帯(－５)5,２９１世帯世帯 １月２９日  こころの健康づくり対策講演会

広報かみふらの ２０１０.２   �

� 「なだれ」

　2月は、春の気配を感じこともある一方、
最も積雪が多く、なだれに注意が必要です。
　なだれとは、積もった雪が斜面をくずれ
落ちる現象で、大雪が降ったときに新たに
積もった雪が崩れ落ちる「新雪表層なだれ」
と積もっている雪のすべてが崩れ落ちる「全

層なだれ」に分けられます。なだれは、木や建物を一瞬にし
て吹き飛ばす破壊力を持っており、そのスピードは時速300
�以上になることがあります。
　旭川地方気象台では、「24時間降雪の深さが30cm以上」
「積雪の深さ50cm以上で日平均気温が5℃以上」のときにな
だれ注意報を発表します。
　スキーや登山では、気象条件に十分に注意するとともに、
危険地帯には絶対に立ち入らないことが重要です。

問合せ　旭川地方気象台総務課　�0166�7101
旭川地方気象台ホームページ
　http://www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa/

町職員人事（１月３１日付）

▼退職　　町立病院栄養士　大　友　　悠

『『洪水ハザードマップ洪水ハザードマップ』『』『防災冊子防災冊子』』作成中作成中

　町では、現在「洪水ハザードマップ」と「防災冊子」を作
成しており、４月に全世帯へ配布する予定です。
「洪水ハザードマップ」で洪水被害の想定地区を事前に知
り、普段から洪水に対する危機意識を持つことで、いざとい
うときに被害の軽減が図られます。
　また「防災冊子」では洪水被害だけでなく、火山災害や風
水害、地震などの
災害の特徴や取る
べき行動、日ごろ
の備え、情報の入
手方法などを掲載
しています。
問合せ
　総務課総務班
　��６４００

� �


